








研究目的

 わが国では,国際的に見ても多様で広範囲なスクリーニング・システムか確立されている。

既存の新生児スクリーニングに関しては,すでに臨床的有効性と経済的効率の評価を実施

し,現状の問題点と今後の改善点について評価を実施している。現在,医療の技術革新によ

り,今後導入か期待される,新生児および妊婦のスクリーニング・プログラム(ウイルソン

病,胆道閉鎖症, ムコ多糖症,妊婦不規則抗体)が注目を浴びている。

  しかしながら,新たなスクリーニングを導入するに当たっては,医療政策上の基礎条件を

十分に検討することが必要とされる。そこで,評価枠組みとしては,最も包括的なテクノロ

ジー・アセスメントを用い,想定されれるスクリーニングの評価を実施したいと考えた。

評価の中心は,臨床的有効性と経済的効率の 2項目であり,昨年度は前者の検討を行った。

既存情報の総合的な把握と評価を実施し,各対象疾患の発生頻度および重症度,予後を明ら

かにした。その結果, スクワーニング検査の有効性(高い感度・特異度)か推定され, しか

も根拠は弱いものの,早期発見・早期治療による予後の改善か推定された。また,対象疾患

による健康障害については,生活の質(効用)による評価か可能であることか示された。そ

こで,今年度は,前年度の成果を基盤として, さらに臨床的有効性の追加評価を行うととも

に,経済的効率に焦点を当てて検討を行った。


